
「育成就労制度セミナー」を
開催します！

2026.01.23

秋田県中小企業団体中央会は、監理団体や外国人受入企

業を対象に育成就労制度セミナーを開催した。

テーマは「育成就労制度の最新動向と今後の対応―制度

のねらいと現場が備えるポイント―」である。

2027年に始まる育成就労と、同時に見直される特定技能

の制度改正を解説する内容とした。

講師は全国中小企業団体中央会事務局次長の佐久間一浩

氏で、秋田キャッスルホテルとZoomのハイブリッド形

式を採用した。

参加費は無料で、受入現場に早期の情報収集と移行準備

を促した。

出典：秋田県中小企業団体中央会 https://www.chuokai-
akita.or.jp/r7_2tekiseika/



令和7年「外国人雇用状況」の
届出状況のまとめ

2026.02.02

秋田労働局は、2025年10月末時点の県内外国人雇用状況

を公表した。

外国人労働者は前年より457人、12.9％増加して3,993人

となり、過去最多を更新した。

外国人を雇用する事業所も108事業所、14.8％増の837事

業所で過去最多だった。

集計は、事業主が外国人を雇い入れたり離職させたりし

た際に、氏名、在留資格、在留期間などをハローワーク

へ届け出る制度に基づく。

県内で外国人雇用が人数・事業所の双方で拡大している

ことを示す基礎資料となっている。

出典：秋田労働局 https://jsite.mhlw.go.jp/akita-
roudoukyoku/newpage_02830.html



秋田県外国人介護人材受入施設等
環境整備事業補助金について

2026.04.01

秋田県は、外国人介護人材の円滑な就労と定着を目的と

する施設向け環境整備補助金の募集を開始した。

介護サービス事業者が行う、外国人職員とのコミュニケ

ーション支援や職場環境の改善に要する経費の一部を助

成する。

希望事業者は事業計画書、見積書、機器導入時のカタロ

グなどを提出し、県が随時審査する。

計画書の提出期限は2026年10月30日だが、状況によって

は期限前に締め切る場合がある。

単なる採用費用ではなく、採用後に働き続けられる環境

づくりを支援する制度である。

出典：秋田県 https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/95655



「第10回あきたやさしい日本語
キャラバン」を開催します！

2026.06.18

秋田県国際交流協会は、行政職員、外国人材受入企業、

一般県民を対象に「やさしい日本語キャラバン」を企画

した。

外国人住民と県民が円滑に意思疎通できるよう、日常生

活や社会生活ですぐ使える表現を講演とワークショップ

で学ぶ。

講師は国際教養大学日本語プログラム非常勤講師の町田

絵美氏である。

開催地は鹿角市文化の杜交流館コモッセ、定員40人、参

加費無料とされた。

職場での指示や生活情報を伝わりやすくし、外国人労働

者の孤立防止と地域定着に役立てる取組である。

出典：秋田県 https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/97330
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